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大船渡港の魚介を扱って50年
「まるたけ」の味は今や全国区

　県内有数の漁獲高を誇る大船渡港を
有する大船渡市で、サンマやサケなど海
産物の冷凍製造加工を手がける西舘冷
蔵株式会社。昭和36年に個人商店として
創業し、昭和50年には法人化。当初日産
凍結能力５トンから始まった事業も順調に
拡大し、昭和63年には70トンを、平成20年
には日産凍結能力90トンを達成した。近年
の年間取扱量は、主力のサンマ5000トンに
アミやイカ、サケ、ワカメを合わせ8500トン。
全国に知られた“サンマの町”大船渡を代
表する企業のひとつに数えられている。
　着実な発展を支えてきたのは「いいもの

を作る」という明快な企業姿勢だ。「鮮度
はもちろん処理のスピード、冷凍時間の短
縮化にも取り組んできた」と、創業者の父と
共に歩んできた代表取締役社長の武田貞
一さんは胸を張り、現場を監督する専務取
締役の武田保さんは「魚の選別など人で
なければ出来ないこともあり、機械に頼り過
ぎないようにしている」と、規模が拡大して
もなお人による仕上げにこだわる。加工さ
れた冷凍水産物は『まるたけ』の商標で県
内外の水産加工業者や卸売市場、大手
スーパーへと出荷されていくが、主力のサ
ンマは千葉県銚子市からの引き合いが多
い。サンマの水揚げ日本一を誇る銚子で
も、『まるたけのサンマ』はその鮮度・肉質と
もに高い評価を受けているのである。

三陸「まるたけ」の三陸「まるたけ」の
魚を再び全国に届 けたい

会 社 名  西舘冷蔵株式会社

所 在 地  大船渡市末崎町字山岸99－２
電　　話 0192-29-3811
代 表 者  武田貞一
創　　業 昭和36年
従 業 員  60名
業　　種 水産加工業

「やってみなければわからない」
前向きな姿勢が協力者を生む

　その評価と実績も、昨年3月11日に発生
した東日本大震災で一変した。湾口に近い
末崎町にある同社には10メートルを超える
大津波が襲来、本社は２階の事務所天井
まで水が押し寄せ、第一加工場では1200ト
ンの巨大冷蔵庫が流出し第三加工場には
漁船が突っ込んだ。それだけではない。ちょう
どこの日の午前、いわて産業振興センター立
ち会いのもと、新規建設中の第二冷蔵庫で
使われる設備機器の引き渡しが行われてい
たのである。「フォークリフト10数台に結束機、
今年からサケの加工に力を入れるべく導入
した魚卵セパレータ…。ありとあらゆる機械が
流されました」。従業員とともに工場裏の高
台に避難し、津波の一部始終を見ていた武
田社長が無念さをにじませながら語る。
　かつてない悲劇からの再起は、今まさに

流されていく機械を見ながら武田専務が
発した「またやるぞ」の一言から始まったと
いう。３月20日から従業員総出で瓦礫を撤
去し、散乱した製品を片付け続けた。本社
も自ら壁や床を張り直し、７月には事務所の
再開にこぎつける。幸い高台に建設中だっ
た第二冷蔵庫は９月に竣工、本社工場の
操業に弾みをつけた。「１日も早く再開した
い気持ちだけで、誰一人『もうダメだ』と思
わなかった」と武田社長は振り返る。
　現在の課題は、工場稼働率の100パー
セント回復。順調にいかないことも多々ある
が「やってみなければわからない」と武田
社長は前を向き、「この姿勢が金融機関や
関係業者の共感を呼び、ご協力いただい
ていると思う」と話す。もちろん、当センター
も同社の強力なサポーターである。
　「人と人との繋がり、目に見えない糸を感
じている」と武田社長。この絆を支えに、西
舘冷蔵は一歩一歩前に進んでいる。

大船渡港に水揚げされた魚介類を冷凍加工し、「まるたけ」ブランドで全国に届けてきた
西舘冷蔵株式会社。鮮度と加工技術にこだわった製品は、プロの水産加工業者からも
高い評価を受けてきた。昨年の東日本大震災で壊滅的な被害を受けたが、従業員一丸と
なっていち早く再起。復興が始まった大船渡市の水産加工業を牽引している。

❶主力の第三加工場。機械では出来ない
仕上げのチェックは人の手で行われる。
❷❸冷蔵加工のロールイカ。現在の従業員
は約60人、工場稼働率も震災前に比べ７割
程度まで回復した。だが９月のサンマの盛
漁期にはさらなる従業員の確保が課題に。
❹高台に建設された第二冷蔵庫の保管能
力は3500トン。再興の原動力になった。
❺昨年１月建築開始、震災により一時中
断するも９月に竣工した第二冷蔵庫。
❻２階の事務所天井まで浸水した本社工
場。従業員一丸となって修復に励んだ。
❼冷凍のアミは紀伊半島や四国、九州へ
出荷。釣り餌などに使用される。

震災直後の第三加工場。外壁の損傷は激
しいが奇跡的に屋根が破れずに残った。
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我が社の

はコレ！
力こぶ

長年世話になった
従業員と家族のため再起！
　一度も「もうダメだ」と思わなかったの
は、会社が立ち上がらなければ長年世話
になってきた従業員とその家族も立ち上
がれないから。ダメならダメでいい、とに
かくやってみなければわからないという
強い気概を持ってやっています。

まっさきちょう



☎019-631-3821

　雪解けも始まり、徐々に春の訪れを感じるようになってきました。
　4月より、当センターの専務理事を務めることとなりました。どうぞよろしくお願い申し上げます。
　昨年発生した、東日本大震災の発生から1年が経過しました。完全な復興にはまだまだ時間がかかり
そうですが、一歩ずつ、着実に取り組んでいかねばなりません。そしてひとりひとりの手で、震災前よりも
素晴らしい岩手を作っていきたいものです。
　当センターは4月から、グループ編成を変更いたしました。
　希望ファンド等の経営支援事業や、昨年から当センターの事業となった物産販売開拓事業について
は「産業支援グループ」の所管としました。また、中国・大連の県事務所の運営も引き続き行います。発展
を続ける中国で、様々な事業・催しを展開し、「岩手」をアピールしていきます。名称どおり、本県の「産業
を支援する」グループとしています。
　そして、取引支援と研究開発支援を担う「ものづくり振興グループ」を新設しました。ものづくり産業の
振興は、県の産業施策の中でも重要な位置を占めています。昭和40年代から、ものづくり産業支援に取
り組んでいる「実績」「ノウハウ」を生かしてまいります。
　「総務・金融グループ」は設備貸与事業のほか、高度化貸付や利子補給などの復興支援も行ってま
いります。
　本県の産業を取り巻く環境は、今もって大きなうねりの中にありますが、私ども産業振興センターが、サ
ポートいたします。ぜひご活用ください。

復興へ向け、新たな一歩を
総務・金融グループ

総務企画チーム

☎019-631-3820（代表電話／総務・企画チーム）

☎019-631-3820（代表） 金融チーム

平成24年度センター事業のあらまし
（財）いわて産業振興センター組織体制

財団法人いわて産業振興センター
専務理事　熊 田 　 淳

　本年度、センターはグループ
構成を一部改めます。以下、グ
ループごとに予定している主要
事業をご紹介します。誌面に限
りがありますので、詳細につい
てはホームページ等をご覧にな
るか、直接お問い合わせくださ
るようお願いします。

　センターの総務部門、基幹事業である設備貸与事業等を主管するほか被災中小企業施設・
設備整備支援事業（高度化貸付）に係る貸付事業及び東日本大震災復興特別貸付先・中小企
業再生支援先に対する利子補給事業等により金融・設備導入の支援を行います。
　また、県が中国・大連にて運営する「大連経済事務所」を主管します。

　センター業務全般について主管し、庶務・出納事務のほ
か、関係機関との企画調整、新法人制度に向けた準備など
を行います。

◆被災中小企業施設・設備整備支援事業（高度化貸付）
　中小企業等グループ施設等復旧整備補助事業における
復興事業計画の認定を受け、又は法に基づき整備される仮
設事業施設に入居することにより復旧・復興を図る中小企
業者等に対し、当該事業に係る施設・設備資金を無利子で
融資し、県内産業の復旧及び復興を促進します。

　中小企業者のうち従業員20人以下（知事特認により従業
員50人まで拡大）の小規模企業者が必要とする設備（一定
の条件を満たした場合の中古設備も含む）を、当センターが
企業に代わって購入し、長期、低利で割賦又はリースの形態
により貸与します。

貸 付 期 間
貸 付 予 算
利 率
対 象 物 件

貸 付 金 額

保 証 人

据置期間5年以内の月賦払、原則として20年以内
貸付額8,091,491千円
無利息
資産計上される建物、構築物又は設備
原則としてグループ補助認定事業費の１/４
（但し、必要額の１％又は10万円のいずれか低い額の自己資金が必要）

法人の場合は代表者１名、個人事業主の場合は無

貸 付 期 間
貸 付 予 算
利 率

貸 付 金 額

保 証 人
担 保

半年据置、7年以内
貸付額350,000千円
無利息
1企業50万円～4,000万円（新事業活動促進法の経営革新計画
が承認されている場合等の限度額は6,000万円）

1の設備貸与事業に同じ
譲渡担保

貸 与 期 間
貸 与 予 算

利率（固定）

リース料（月額）
貸 与 金 額
保 証 金
保 証 人

据置期間1年以内の半年賦又は月賦払、7年以内
貸与額360,000千円
割賦金利　年1.95％
（東日本大震災で被災し罹災証明書の発行を受けている場合は1.85%）

５年=1.387%　７年=1.360%
1企業100万円～8,000万円
貸与額の10％
1人以上、法人は２人以上

　当事業は設備貸与事業を補完する制度（県単独事業＝岩
手県地域産業活性化企業設備貸与事業）として位置づけら
れたものであり、中小企業者(企業組合、協業組合を含む)が
必要な設備（一定の条件を満たした場合の中古設備も含む）
を、当センターが企業に代わって購入し、長期、低利で割賦
の形態により貸与します。

貸 与 期 間

貸 与 予 算

利率（固定）

貸 与 金 額
保証金・保証人

据置期間1年以内の半年賦又は月賦払、最長10年
（東日本大震災で被災し罹災証明書の発行を受けている場合は据置期間2年）

貸与額1,500,000千円
割賦金利　年1.95％
（東日本大震災で被災し罹災証明書の発行を受けている場合は1.85%）

1企業100万円～1億円、知事特認で2億円（組合等は8,000万円）
1の設備貸与事業に同じ

※設備貸与制度等については8ページもご覧下さい。

　小規模企業者、又は一定の条件を満たす従業員50人以
下の企業者が設備を導入する場合、所要資金の1/2以内
（経営革新計画書が承認されている場合等は2/3以内）を、
長期、無利子でお貸しします。

◆利子補給
●中小企業災害復旧資金利子補給
　東日本大震災復興特別貸付を受け事業所等が全壊又は
流失した中小企業者等に対して３年間利子を補給します。
●中小企業再生支援利子補給
　中小企業者等が岩手県産業復興相談センターを活用し、
事業の再建を行う場合、再建手続きに要した期間に係る旧
債務の利子補給を行います。

1

2

3

設備の貸与　予算額：360,000千円

機械類の貸与　予算額：1,500,000千円

設備資金の貸付　予算額：350,000千円
大連経済事務所

　今後一層の市場性が見込まれる中国との経済交流や
観光誘致に取り組むため、県内企業・団体・行政機関の行
う活動の現地での支援拠点として、県が設置しているも
のです。当センターは運営事務を担当します。
◆大連経済事務所の主な事業
　（1）県内企業の対中ビジネスの支援
　（2）中国経済・産業情報の収集と発信
　（3）対中経済交流プロジェクトの支援
　（4）中国との各種交流の支援

（お問い合わせは産業支援グループにお願いします）

専務理事

事務局長

産業支援グループ ものづくり振興グループ総務・金融グループ 

総務企画
チーム

取引支援
チーム

研究開発
チーム

総合支援
チーム

新事業創出
チーム

金融
チーム

大連経済
事務所

事
業
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☎019-631-3823～4産業支援グループ

☎019-631-3824総合支援チーム
相談窓口の開設

☎019-631-3823 新事業創出チーム

　職員及びコーディネーターによる総合相談窓口を設置し、
中小企業等の経営改善、販売促進、商品開発、事業化、創業
等、広範な相談に対応し、問題解決を支援します。相談案件
によっては、外部支援スタッフも活用してきめ細かく対応し
ます。震災に関する相談も受け付けます。

専門家の派遣
　経営革新、新規事業参入等に関する専門的、かつ高度な
分野における相談について、専門家を派遣し問題解決を支
援します。

人材の育成支援

県北地域の産業振興
　県北地域の産業活性化を図るため、集積度の高い繊維
産業を中心に、経営改善への取り組みや取引拡大に向けた
支援を行います。
　さらに、岩手の優れた縫製技術を全国発信するため、展
示会への出展を支援します。

外国出願の支援
　海外での知財の利用を視野に入れた、外国での特許出願
や意匠・商標出願を、経費一部補助によって支援します。

各種広報活動
　センターや国・県の施策情報、センターの事業を活用した
企業の事例紹介等を掲載した広報誌「産業情報いわて」を
毎月発行し情報を提供します。ホームページにはセンター
の事業内容等を随時更新しながら発信するほか、本誌「産
業情報いわて」の内容もそのまま掲載します。

◆地域経済の活性化を図るため、県内中小企業等が行う地
域資源等を活用した個性的な取り組み、起業や経営革新に
よる革新的な取り組み、中心市街地活性化に向けた新たな
取り組みへの、助成金による支援を行います。

　窓口相談機能を担い、各種相談の対応に応じます。
　経営改善を目指す県内中小企業に対しての支援として、専門家派遣や、
「ものづくりアカデミー」を運営します。
　いわて希望ファンド事業、農商工連携ファンド事業の募集・運営を行い、新
規事業に取り組む企業の活動を支援します。
　さらに、ひきつづき県北地域の産業振興にも取り組みます。
　ほか、関係機関と連携して、特許等の知的財産にかかる支援を行うほか、
広報誌の発行やホームページの運営など、広報も担当します。

☎019-631-3825

取引支援チーム
受・発注取引の支援

☎019-631-3822

研究開発チーム

◆東北及び関東地区等県外の発注企業に対し、新規発注動
向調査を年2回（10,000社）を実施し、回答企業のうち発注
可能な企業を選定して200社を目標に発注開拓の訪問を実
施します。また、県内発注企業約100社を対象に「外注ニー
ズ調査」及び発注開拓を実施します。
◆県内受注企業300社を目標に企業巡回を実施し、個々の企
業の特色・稼働状況を把握して発注案件に迅速に対応します。
◆アドバイザーを置き、県内150社を目標にして新規発注案件
情報を収集するほか、受注企業からの経営相談等に応じます。
◆県内と東京で各1回、商談会を開催します。東京での商談
会については、北東北3県（青森県・秋田県・岩手県）の支援
機関が合同で開催します。
◆首都圏に営業所を置く県内受注企業間のネットワーク化
を図り、営業支援や情報交換・交流事業を行います。

展示会への出展支援
◆自社製品、独自技術等を有する県内中小企業の取引拡大
を目的に、首都圏で開催される国内最大級の展示会として
実績がある機械要素技術展への共同出展支援や専門展示
会への出展を支援します。

自動車関連産業の創出推進
◆取引あっせん及び自動車関連産業の展示商談会を、企業
関係者、各県、各支援機関と連携して開催します。
◆県内企業が持っている自動車関連産業に有効な特殊技
術、設備等を現地訪問等により調査し、その結果に基づき、
企業データベースを構築します。有用な情報を積極的に自
動車関連メーカー等に提供し、また、県外発注開拓を行っ
て、新規取引の促進に努めます。

半導体関連産業の取引あっせん
◆本県の半導体関連産業の集積促進を図るため、コーディ
ネーターを配置し、関連発注企業のニーズ把握と新規発注
情報の収集を迅速に行い、半導体関連産業取引拡大の強化
を図ります。
◆半導体関連産業における国内最大規模の展示会、企業内覧会
に関係機関と連携のうえ出展し、新規取引先開拓を支援します。

医療関連機器産業の参入促進
◆県内製造業の技術紹介や医療機器等の試作品の販路開
拓を行うため、全国規模の医療機器展示会等に出展を行う
など、情報発信を行います。

いわて戦略的研究開発支援事業
　岩手県が選定した産学官が連携して行う研究開発プロ
ジェクトの運営管理、研究体構成員相互の調整、知的財産
権を含む財産管理等の事業管理を行うとともに、研究開発
成果の普及事業化を支援します。

コバルト合金プロジェクト
　コバルト合金を活用した医療機器や金型、自動車用等の
付加価値の高い製品を作る企業群の創出を図ることによ
り、競争力のある産業クラスターの形成を促進します。
◆産学官連携基盤構築事業
　事業総括を中心に、産学官連携基盤の構築を進めるた
め、産学官交流会、成果報告会、ホームページによる情報発
信など、事業化につながるような取り組みを進めます。
◆研究開発事業
　研究統括を中心に、研究機関に対し基礎研究から事業化
に向けた応用研究までを委託し、「コバルト合金の医療用製
品への展開」、「コバルト合金の一般産業製品への展開」の2
テーマに関し、研究開発を進めます。

ソフトウェア開発業務取引の支援
◆県内IT関連企業の取引拡大を図るため、首都圏市場の発注
開拓を行い、県内のIT関連企業へ取引あっせんを行います。
◆首都圏の業界団体と県内IT関連企業とのマッチングを行
う交流会を開催し、新規取引先開拓の強化を図ります。
◆「組込み総合技術展」への出展補助を行うほか、「いわて組
込み技術研究会」を継続開催し、産学官の連携・交流を行い、
技術の高度化・新市場への参入を促進し、取引拡大を支援し
ます。

工程改善指導
◆工程改善の定着化を推進するため、コーディネーターを2人
配置し、さらに工程改善研修会等を実施します。

◆医療機器メーカー等と県内企業の取引の機会を提供する
ため、取引ニーズ調査を行い、取引あっせんを行います。

戦略的基盤技術高度化支援事業
　中小企業のものづくり基盤技術（鋳造、鍛造、切削加工、
めっき等）の向上に資する研究開発から、その試作までの取
り組みを支援することを目的とした「戦略的基盤技術高度化
支援事業」の管理法人として、研究開発を支援します。

　本県の主要産業である「ものづくり産業」への支援を、産学官の各団
体と協力しながら進めます。
　県内ものづくり中小企業等の受注の安定化を図るため、首都圏取引
支援の強化・新規取引先の開拓、及び各種商談会・展示会等を実施し
取引あっせんを迅速に行います。工程改善のための支援も行います。
　また、本県戦略産業に位置づけられている「自動車」「半導体」「医療
機器」「情報」の各関連産業の振興を図ります。
　さらに、研究開発の支援と事業化を促進するため、コーディネーターを配置して、産学官による連携共同研究プロ
ジェクトを構築し、外部資金の導入提案を行って早期の事業化を推進します。

☎019-631-3822・5ものづくり振興グループ
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いわて希望ファンド事業の推進

いわて農商工連携ファンド事業の推進

物産販路開拓◆中小企業向け人材育成プログラム「ものづくりアカデ
ミー」を開催します。
　※「ものづくりアカデミー」については、本誌先月号や、当センターホーム
ページで紹介しておりますので、ご覧ください。

◆本県の地域経済の重要な担い手である農林水産業と中
小企業者との連携体（農商工等連携）が行う創業や新たな
事業展開等への、助成金による支援を行います。両者が相
乗効果を発揮していくことで、地域経済の活性化を図ること
を目的としています。

◆物産販路拡大開拓事業
　東京・名古屋・大阪やその周辺都市部において、デパート
などを会場に岩手県物産展を開催します。食品や工芸品の
販売・PRを通して、岩手県の産業を全国に向けてアピールし
ます。そのほか、県内開催の物産展や「南部鉄器総合見本
市」を開催するほか、商談会で、首都圏等のバイヤーに、岩手
の食材を紹介します。
◆県産品普及向上事業
　地場産品の普及拡大を図るため、主に新商品を対象とし
た「いわて特産品コンクール」を開催します。また、地場産業
活性化に寄与する、市町村産業まつりや業界団体の展示会
を対象に、経費を一部助成します。

4 海外販路開拓
　岩手県大連経済事務所を通じて、大連商談会の開催、上
海アンテナプラザの運営管理、日本酒試飲商談会、食品及
び観光プロモーション等の事業を行い、県内企業・団体の対
中国ビジネスを支援します。
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（財）いわて産業振興センター広報誌 ■発　　行／（財）いわて産業振興センター
 〒020-0852  盛岡市飯岡新田3-35-2（岩手県先端科学研究センター2F）
 TEL.019（631）3823
 E-mail  joho@joho-iwate.or.jp　URL  http://www.joho-iwate.or.jp/
■編集印刷／川嶋印刷株式会社2012年4月10日（毎月10日発行）

この冊子は地球に優しいベジタブルオイルインクを使用しています。

　中小企業の方が導入する機械設備を、当センターが購入し、長期・低利
で割賦販売、またはリースする制度です。設備貸与の場合、完済後、所有
権は利用者の方に帰属します。
　昨年から利率を引き下げました。ご連絡いただければ、返済額を試算し
た資料をお送りします。

総務・金融グループ http://www.joho-iwate.or.jp/setsubi
☎019-631-3821　FAX019-631-3830お問い合せ

長　期 低　利 無担保

　センターでは、活動にご賛同いただける「賛助会員」を募集しています。
さまざまな特典を用意していますので、入会をご検討ください。

●「いわてものづくりアカデミー」受講料2割引
　（※アカデミーについては先月号でご案内しています）
●企業信用情報の代行検索・料金割引
　（※年間3件まで無料、4～15件は一定額を割引）
●ビデオライブラリーの送料負担
　（※センターからの送料を負担します。返送料はご負担いただきます）

産業支援グループ http://www.joho-iwate.or.jp/sanjo
☎TEL019-631-3823　FAX019-631-3830お問い合せ

　皆様のご支援のおかげで、この「産業情報いわて」は本号をもちまして創刊から10年を経過いたしました。
　2002年（平成14年）4月に、それまでセンターが発行していた冊子「情報いわて」「あきない情報いわて」「あっせん
情報」を統合し、本誌が誕生いたしました。
　創刊当時は16ページでしたが、事業や予算の都合もあり、現在は半分の8ページとしています。ただし当センターの
事業は縮小したわけではなく、10年前以上に多様な事業を展開しています。昨年には旧・岩手県産業貿易振興協会
と合併し、4月以降は旧協会の行ってきた県産品支援事業も、本誌で紹介することとしています。
　なお、10年前から現在に至るまで、冊子として印刷しているほかに、当センターのWEBサイトにて内容を掲載してお
ります。過去の掲載内容は、情報としては古いものですが、経営のヒントとして、参考にしていただければ幸いです。
　今後も、県内企業の事業・経営手法をご紹介する企画を中心に、センター事業紹介も交え、県内企業の皆さまに、
有益な情報をお伝えしてまいります。ご意見等ありましたら、ご遠慮なく当センターまでお知らせ下さい。これからも本
誌をご愛顧くださるよう、お願い申し上げます。

創刊 10 周年を迎えて 財団法人いわて産業振興センター
事務局長　黒 澤 芳 明

1企業1,000～100,000千円
●設備貸与（割賦販売）
貸与金額

1年据置、最長10年貸付期間

設 備 貸 与 制 度 の ご 案 内

機械設備、運搬用車輌、建設機械などの購入を検討されている方！
◆金融機関の借入枠とは別枠です！
◆借入利息、割賦販売額、リース料の比較検討をお願いします！

1.95%（東日本大震災で被災し罹災証明書の
発行を受けている場合は1.85%）

利 率

保証人対象：県内に事業所・工場を有す
る中小企業（企業組合・協業組合含む）保 証 人

1,000～80,000千円
●リース

●おもな特典

●年会費：2万円

設 備 額
5年または7年リース期間
5年=1.387%　7年=1.360%リース料（月額）

従業員20人以下の県内小規模企業
者（商業・サービス業は5人以下）

対 象

賛 助 会 員 制 度 の ご 案 内
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